
第１回 すかがわエフエム番組審議会 

 

１ 開催年月日 

   平成３０年１２月２７日（木） １０：００～１１：００ 

 

２ 開催場所  

   須賀川商工会館２階 議員談話室 

 

３ 委員の出席 

   委員総数   ６人 

   出席委員数  ５人 

 

 （１）出席委員の氏名 

     堀江祐介 （会長） 

     真壁正人 

     村上香織 

     横山知佳 

     久保木彩歌 

 

 （２）欠席委員の氏名 

     安藤清美 （副会長） 

 

 （３）放送事業者側出席者 

     安田喜好（代表取締役） 

     菊地大介（担当取締役） 

     栁沼宏延（放送局長） 

     大和田卓（事務局） 

 

４ 議題 

 （１）放送番組審議会規程の内容について 

 （２）会長並びに副会長の選任について 

（３）放送番組基準（案）について 

（４）放送番組の編成に関する基本計画（案）について 

（５）タイムテーブル（案）について 

（６）その他 

 



５ 議事の概要 

 （１）放送番組審議会規程の内容について 

     会長選任前の為、安田代表取締役が代理で進行し内容の確認をおこなった。 

 

 （２）会長並びに副会長の選任について 

     安田代表取締役が進行、第１回ということで事務局大和田から事務局案を提案

および説明があり、全会一致で承認された。 

会 長：堀江祐介氏 （テレビ局において番組審議会の経験あり） 

副会長：安藤清美氏 （須賀川市博物館長） 

 

会長の選任により、進行を安田代表取締役から堀江氏に変更 

 

（３）放送番組基準（案）について 

    事務局大和田から「放送番組基準（案）」の提案および説明、誤字を訂正するこ

とを条件に全会一致で承認された。 

 

（４）放送番組の編成に関する基本計画（案）について 

    事務局大和田から「放送番組の編成に関する基本計画（案）」の提案および説明、

誤字を訂正することを条件に全会一致で承認された。 

 

（５）タイムテーブル（案）について 

    担当取締役菊地、および局長栁沼から「放送番組の編成に関する基本計画（案）」

の提案および説明、質疑応答の後に全会一致で承認された。 

   

   質疑応答については以下の通り、 

  （村上） 

自主番組以外の番組については、取得に経費が掛かると思うがどのように

考えているのか。 

  （菊地） 

取得に経費が掛かるが、限られた人数で運営するため、それ以上に制作など

にかかる負担を軽減できると考えている。 

      経費についてはスポンサー取得の営業を行い、広告収入やイベント収入で

賄っていく。 

   

  （真壁） 

 生番組の中身について詳しく説明を聞きたい。 



  （栁沼局長） 

 大きな情報提供は、地元４誌から抜粋したニュース情報、県警提供による渋

滞情報、気象台提供による天気情報の３つを予定している。 

      それ以外の時間は各パーソナリティの特色を生かした独自のトークや情報、

音楽などを放送する。 

  （真壁委員） 

      新聞からのニュースの読み上げは問題ないのか。 

  （栁沼局長） 

      各社から承諾を得ているため問題ない。なお読み上げ前には各社の名前も

読み上げることとしている。 

 

  （久保木委員） 

      平日の日中に、地元の高校生が出演したり聞いたりすることは難しいかも

しれないが、気軽に平日の夜や土日に生や収録で出演したりイベントを告知

したりする枠があると地元密着という感じが出て愛されると思うがいかが

か。 

  （菊地担当取締役） 

      教育委員会に掛け合っているところであるが、高校生だけでなく、小中高校

生にも関わってほしいと考えている。また、出演だけでなく収録したものを

編集し、番組の完成まで携わってもらいキャリア教育につなげたい。 

      なお、木曜日２１時の番組パーソナリティはＦＳＧに通う高校 2 年生であ

る。 

      次世代に寄与していく番組を積極的に放送したい。 

 

（６）その他 

   （堀江会長） 

コミュニティＦＭの真骨頂は災害時に住民が必要な情報を届けられること

だと思う、いざという時に対応できる体制を整えてほしい。 

  

   （村上委員） 

       それぞれ兼務していると思うが、ＦＭの専属スタッフはいるのか。 

   （安田代表） 

       現在本日出席している栁沼をはじめ、他に女性スタッフ１名となっており

ます。また４月に技術スタッフの１名増員を検討しています。 

       なお運営母体がまちづくり会社ということで、少人数で運営するほかのエ

フエム局よりも体制は整えやすいと考えている。 



   （堀江会長） 

       せっかく地元コミュニティＦＭのウルトラＦＭが開局し、我々も番組審議

会という形で携わっているため、多くの人に聞いていただけるよう、８６．

８ＭＨｚを広めていきましょう。 

 

 

６ その他 

   次回番組審議会 ２月を予定、開催日は会長と相談の上決定し、委員に連絡する。 

 

 


